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中部地方整備局１）事業進捗率等

• 豊川では、S44年8月洪水を安全に流下させるため、上下流バランスを考慮した上で河道掘削等を重点的に進めてきました。

• R3年3月末現在、河川整備計画で計上された事業の進捗率は、事業費ベースで約45％となっています。

事業の進捗状況（豊川）

2

河川整備計画において目標とする流量と河道整備流量

■石田

低水路拡幅

低水路拡幅

低水路拡幅

低水路拡幅

低水路拡幅

旧 堤 撤 去

旧 堤 撤 去

旧堤撤去・伐採

樹 木 伐 採

小 堤

小 堤

小 堤

築 堤

築堤・掘削等

築 堤
耐 震 対 策

堤 防 補 強
水位低下対策

浸水被害軽減対策

弱小堤対策

支川対策

耐震対策

距離標

大臣管理区間

市町村界

凡　　　　　例

浸水被害軽減対策

水位低下対策

堤防補強

支川対策

耐震対策

距離標

大臣管理区間

市町村界

河川名 基準地点名
河川整備計画

目標流量
洪水調節施設による

洪水調節量
河道整備流量

豊川 石田 4,650m3/s 550m3/s 4,100m3/s

小堤の設置により頻繁に発生する
霞堤地区の浸水被害を軽減

霞堤対策

※計画高水位とは、河川整備の目標としている水位で、
その堤防が洪水に耐えられる最高の水位のことである。

豊川水系河川整備計画に対する主な事業の進捗状況

整備項目 事業全体 整備済

河
道
改
修

低水路拡幅
（河道掘削）

約50.2万m3 約38.9万m3

樹木伐採 約19.8万m2 約17.0万m2

旧堤撤去 約9.8万m3 約2.9万m3

堤防整備
（築堤・堤防補強）

約6.5万m3 約6.0万m3

支川（神田川） 一式
（掘削・築堤等）

－

支川（朝倉川）
一式

（築堤）
－

霞堤対策（小堤） 3箇所 0箇所

耐震対策 約0.4km 約0.4km

※平成27年9月の関東・東北豪雨災害を踏まえ、新たに「水防災意識社会
再構築ビジョン」に基づくハード対策の一環として、「洪水氾濫を未然
に防ぐ対策」に加え、氾濫が発生した場合にも被害を軽減する「危機管
理型ハード対策」を導入し令和2年度を目処に実施しました。

※R3年3月末時点

豊川水系河川整備計画に対する主な事業の進捗状況（主な整備位置図）

整備項目 事業全体 整備済

危機管理型ハード対策 約1.0km 約1.0km

洪水氾濫を
未然に防ぐ対策

約5.67km
（対策不要区間：約1.4km）

約3.49km

水ビジョンに関わる主な事業の進捗状況※

※R3年3月末時点



中部地方整備局２）治水対策の主な実施状況 ①水位低下対策

• 豊川では水位低下対策として、河道掘削・樹木伐採を実施してきました。
• H２６年度末までに、河道掘削は概成しており、残る河道掘削や堤防整備に合わせ旧堤撤去等を進めていく予定です。

 河道整備流量を計画高水位以下で安全に流下させるために必要な河道断面が確保されていない箇所において、水位低下対策として
河道掘削や洪水流下の支障となる河道内樹木の伐採を実施しています。

河道掘削・樹木伐採

3

豊 川

境 川

H8.11撮影実施前

事業実施状況（低水路拡幅（河道掘削））

境 川

豊 川

牟呂松原頭首工 H25.1撮影実施後

河道掘削状況

（H26年度完成）

河川整備計画策定以降の水位低下対策箇所

低水路拡幅（河道掘削）

旧堤撤去

新城市

新城市

豊川市

豊川市

豊橋市

豊橋市

豊橋市

三河湾

樹木伐採

低水路拡幅（河道掘削）

低水路拡幅（河道掘削）

樹木伐採

低水路拡幅（河道掘削）

凡 例

未整備箇所

整備済箇所

低水路拡幅（河道掘削）

旧堤撤去

旧堤撤去

低水路拡幅（河道掘削）
（一部整備済み）

豊 川

整備項目 事業全体 整備済 進捗率

河
道
改
修

低水路拡幅
約50.2万m3 約38.9万m3 77%

（河道掘削）

樹木伐採 約19.8万m2 約17.0万m2 86%

旧堤撤去 約9.8万m3 約2.9万m3 30%

主な事業の進捗状況

24.0k左岸付近

24.0k左岸付近

令和3年3月末時点



中部地方整備局２）治水対策の主な実施状況 ②堤防補強

 河道整備流量を計画高水位以下で安全に流下させるために、家屋等への被害が生じる無堤箇所及び堤防断面（高さ・幅）が不足する箇所に
おいて堤防の整備を実施しています。

豊川における堤防整備

8.8kp

水ビジョンの事業実施状況

（洪水氾濫を未然に防ぐ対策 ）
実施前

実施前

実施後

堤防整備状況

（R元年度完成）

賀茂地区

堤防補強状況

（H29年度完成）

牛川地区

河川整備計画策定以降の堤防補強箇所

令和3年3月末時点

※1は、平成27年9月の関東・東北豪雨災害を踏まえ、新たに「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づくハード対策の一環とし
て、氾濫が発生した場合にも被害を軽減する「危機管理型ハード対策」を導入し、令和2年度を目処に実施しました。

※2は、「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」に基づくハード対策です。

4

新城市

新城市

豊川市

豊川市

豊橋市

豊橋市

豊橋市

堤防整備（堤防補強）

三河湾

堤防整備（築堤）

凡 例

未整備箇所（工事中を含む）

整備済箇所

堤防整備（堤防補強）

背水対策（築堤・掘削等）

堤防整備（堤防補強） ※2

背水対策（築堤・掘削等）

危機管理型ハード対策 ※1

危機管理型ハード対策 ※1

浸透対策・パイピング対 ※2

浸透対策・パイピング対策 ※2

浸透対策・パイピング対策 ※2

整備項目 事業全体 整備済 進捗率

河
道
改
修

堤防整備
約6.5万m3 約6.0万m3 92%（築提・堤防

補強）

支川
（神田川）

一式
－ 0%（掘削・築堤

等）

支川（朝倉川）
一式

－ 0%
（築堤）

主な事業の進捗状況

浸透対策・パイピング対策 ※2

浸透対策・パイピング対策 ※2

堤防整備（築堤）

整備項目 事業全体 整備済 進捗率

危機管理型
ハード対策 ※1 約1.0km 約1.0km 100%

洪水氾濫を未然
に防ぐ対策 ※2

約5.67km
（対策不要

区間
：約1.4km）

約3.49km 82%

主な事業（水ビジョン）の進捗状況

実施後

水ビジョンの事業実施状況

（洪水氾濫を未然に防ぐ対策 ）



事業実施状況（耐震対策）

• レベル１地震動に対する耐震対策は実施済となっています。今後、レベル2地震動に対する耐震対策を実施する必要があります。

• 豊川放水路分流堰の耐震対策は、門柱のせん断補強対策を実施しています。

 豊川下流部及び豊川放水路では、地震に伴う基礎地盤の液状化等により堤防の沈下、崩壊、ひび割れ等が生じた場合に浸水等の二次災害
が発生する恐れのある区間があるため、緊急度の高い区間について基礎地盤の液状化対策を実施しています。

 現行河川整備計画では、豊川放水路左岸0.6～1.0kを耐震対策の施工場所として明記しています。

中部地方整備局２）治水対策の主な実施状況 ③耐震対策

せん断補強鉄筋
挿入状況

豊川放水路分流堰耐震補強（H24年度完成）

耐震対策

豊川放水路分派堰

豊川放水路

豊川

5

耐震対策（基礎地盤の液状化対策）を実施

新城市
新城市

豊川市

豊川市

豊橋市

豊橋市

耐震対策

豊橋市

三河湾

耐震対策

耐震対策

耐震対策

耐震対策

整備項目 事業全体 整備済 進捗率

耐震対策 約0.4km 約0.4km 100%

堤防耐震工事

標準断面図

堤防耐震工事

杭平面図

TOFT工法

ＨＷＬ

河川整備計画策定以降の河川改修箇所

主な事業の進捗状況

凡 例

未整備箇所（工事中を含む）

整備済箇所

令和3年3月末時点

…未整備箇所（レベル2地震動）



中部地方整備局２）治水対策の主な実施状況 ④霞堤対策
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NN

ハード対策

下流河道
に流下

河道部霞堤地区
小堤

H23.9洪水
河道水位

霞堤地区において
外水氾濫はなし

H23.9洪水（平成第1位）
より小さな洪水流下時

霞堤の位置と近年の洪水における霞の浸水範囲

 平成28年に豊橋河川事務所、愛知県、豊橋市、豊川市、豊川改修期成同盟会、豊川改修促進期成同盟会で構成された協議会において「豊
川霞堤地区浸水被害軽減対策計画」が策定されました。

 本計画では、豊川霞堤地区における浸水被害の軽減を図るため、緊急的かつ効果的なソフト対策・ハード対策を具体的に示しています。

• 豊川は小坂井台地と牛川・豊橋段丘の間を蛇行して流れており、
その途中には4箇所の「霞堤」と呼ばれる堤防が途切れている
区間が現存し、近年も浸水被害が発生しています。

具体的な取組（ハードおよびソフト対策）

• 各霞堤地区の開口部に
小堤を設置します。

• 河川整備計画完了時に
は、霞堤地区に多大な被
害をもたらした平成23年9
月洪水（平成第1位）が再
来しても、浸水被害を防ぐ
ことが可能となります。

豊川霞堤地区浸水被害軽減対策計画

• 本計画は、霞堤地区において、小堤設置等の
ハード対策により浸水頻度・浸水面積・浸水時
間等を軽減させると共に、霞堤地区内の浸水
状況等の情報提供のソフト対策により浸水被害
軽減を図ることを目標としています。

• ソフト対策・ハード対策の実施にあたっては、関
係する行政機関や地域住民が一体となって、
推進します。

ソフト対策

回転灯

センサー

（事例）

簡易水位

計の設置

• 霞堤地区内の浸水状況
等の情報提供のソフト対
策により浸水被害の軽減
を図ることを目標とします。

（事例）霞堤地区に着目したポータルサイトの作成



中部地方整備局２）治水対策の主な実施状況 ④霞堤対策
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「豊川霞堤地区 浸水被害軽減対策協議会」

国土交通省中部地方整備局豊橋河川事務所、愛知県、豊橋市、豊川市、
豊川改修期成同盟会、豊川改修促進期成同盟会で構成しています。

豊川霞堤地区 浸水被害軽減対策協議会 作業部会

豊川霞堤地区 浸水被害軽減対策協議会 地元説明会

行政機関（国土交通省中部地方整備局豊橋河川事務所、愛知県、豊橋市、
豊川市）、4霞堤5地区の住民代表者で構成しています。

4霞堤5地区住民で構成しています。

牛川地区 下条地区 賀茂地区 三上地区 金沢地区

牛川霞堤 下条霞堤 賀茂霞堤 金沢霞堤

牛川霞堤 下条霞堤 賀茂霞堤 金沢霞堤

牛川地区 下条地区 賀茂地区 三上地区 金沢地区

金沢地区

賀茂地区

 「豊川霞堤地区浸水被害軽減対策計画」を推進するための体制として、 「豊川霞堤地区浸水被害軽減対策協議会」、
「同作業部会」、「同地元説明会」の3つの会議体が設置され、年1回開催し、取組の進捗報告と意見交換を行っています。

 「作業部会」、「地元説明会」 は、4霞堤地区を豊橋市、豊川市に分け5地区で開催しています。
 豊橋市：牛川地区（牛川霞堤）、下条地区（下条霞堤）、賀茂地区（賀茂霞堤）
 豊川市：三上地区（賀茂霞堤）、金沢地区（金沢霞堤）

■検討体制



中部地方整備局２）治水対策の主な実施状況 ④霞堤対策
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■対策メニューとスケジュール

 「豊川霞堤地区浸水被害軽減対策計画」に位置付けられたソフト対策は情報提供（雨天時、平常時）、自助・共助・公助による防災対策、他の
事業主体との連携のカテゴリーで全11項目、ハード対策は小堤及び関連施設整備です。

 これらのメニューを平成28年度から10か年をかけて、３期に分けて整備していく計画となっています。
 令和3年度は取組開始から6か年目になります。



中部地方整備局２）治水対策の主な実施状況 ④霞堤対策

9

ソフト対策Ⅲ－9（情報伝達訓練の実施） 国土交通省・豊橋市・豊川市

実施中

机上訓練に用いた「避難勧告等に係るタイムライン」

●豊川の洪水時における水防の基準水位に応じた沿川自治体の避難
勧告に関する対応は「避難勧告着目型タイムライン」に時系列で整理され、
豊橋市や豊川市が出水時の対応の参考としています。
●令和元年度までに4霞堤のそれぞれに簡易水位計が整備され、現地の
水位情報の把握と回転灯による周辺地域への浸水の可能性の周知が可
能となりました。
●以上から、直近の出水である平成30年出水を例に当時の対応の振り
返りと今後の対応の円滑化に向けて、 「避難勧告着目型タイムライン」を
用いた机上訓練を行い、豊川の水位に応じた場面別対応を確認しました。

・「避難勧告着目型タイムライン」に基づく霞堤地区浸水時をイメージした机上訓練の概要

●開催日時：令和2年12月3日(木）13：30～15：40
●開催場所 豊橋河川事務所 会議室
●参加者
（河川管理者）国土交通省豊橋河川事務所
（市） 豊橋市（Web）、豊川市(対面）
（道路管理者）愛知県東三河建設事務所（欠席）
●訓練内容：H30年9月洪水を例とした時系列の水防・避難
勧告等の対応の確認、簡易水位計・回転灯の活用時期の確認

＜開催概要＞

時
間
の
推
移

水位情報
豊川（石田
地点・当古地
点）の水位

河川管理者の
対応（洪水予
報等）

市の対応
（避難勧告
等の発令等）

県の対応
（道路交通
規制等）

■訓練の対象洪水（H30年9月洪水）：4霞地区で浸水あり

●訓練で確認した事項
 国・市：豊川の水位上昇に伴う体制・対応行動（洪水予報、避難

勧告等の発令）、調整事項（リエゾン、ホットラインの時期等）
 市：霞堤地区に避難準備情報～避難勧告等を発表するために

必要な時間
 簡易水位計の水位・回転灯を行動開始の目安とするタイミング

訓練結果
の反映

机上訓練の様子

豊川市、豊橋河川事務所

豊橋市

 ソフト対策の取組みの中でも情報伝達訓練については、令和2年度に実施し、水位上昇に伴う霞堤地区の防災行動について情報共有、行
動の再確認を行いました。

住民の対応
（避難等）



通行止めの実施状況（下条地区）護岸・河道状況確認 樋管確認

豊橋市気象・水象 豊橋河川事務所 愛知県

07:24 豊橋市等に大雨警報（土砂災
害）を発表

8/17

8/18

04:44 豊橋市等に洪水警報を発表 04:30 第二非常配備体制

05:50 氾濫注意水位到達
（石田観測所4.20m）

09:30 氾濫注意水位到達
（当古観測所4.70m）

08:10 警戒レベル３ 豊川の水位上
昇に伴う高齢者等避難（賀茂
地区）を発令

07:24 第一非常配備体制
災害対策本部を設置

03:30 水防団待機水位超過
（石田観測所2.40ｍ）

06:20 水防団待機水位超過
（当古観測所3.30ｍ）

06:10 水防警報（石田、準備）を発表

06:20 洪水予報（石田、氾濫注意）を
発表

09:40 水防警報（当古、準備）を発表

09:50 洪水予報（当古、氾濫注意）を
発表

08:10 水防警報（石田、出動）を発表

05:10 通行止め対応開始水位
（賀茂地区）
石田観測所3.60mを超過

▼県道69号線（豊橋乗本線）で冠水が発生したため通行止めを実施▼河川巡視の実施

05:20 防災安全協定業者に巡視
依頼、 通行止め準備の要請

08:45 賀茂地区にて道路冠水確認
通行止め開始

06:40 通行止め対応開始水位
（下条地区）
当古観測所3.50mを超過

06:40 防災安全協定業者に巡視
依頼、 通行止め準備の要請

10:00 下条地区にて道路冠水確認
通行止め開始

07:00 出水時巡視出発（豊川出張所）

06:00 出水時巡視指示（一宮出張所）

＜賀茂地区＞通行止め対応開始

＜下条地区＞通行止め対応開始

道路浸水状況（下条地区）

中部地方整備局２）治水対策の主な実施状況 ④霞堤対策

10

 8月17～18日の前線に伴う大雨によって4霞堤地区で浸水が発生しました。
 豊橋市、愛知県、豊橋河川事務所ではタイムライン（防災行動計画）等に沿って下記のとおり出水時対応を行いました。

令和3年8月出水対応報告（豊橋市）

警報ランプ点灯状況

▼警報ランプの点灯を実施



中部地方整備局２）治水対策の主な実施状況 ④霞堤対策
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 8月17～18日の前線に伴う大雨によって4霞堤地区で浸水が発生しました。
 豊川市、愛知県、豊橋河川事務所ではタイムライン（防災行動計画）等に沿って下記のとおり出水時対応を行いました。

令和3年8月出水対応報告（豊川市）

01:57 災害対策本部を設置

豊川市気象・水象

03:00 消防団待機指示

06:04 消防署 金沢霞・賀茂霞巡視
指示

豊橋河川事務所 愛知県8/18

06:52 消防団 金沢霞巡視指示

08:00 金沢霞地区 警戒レベル３
高齢者等避難発令

01:57 豊川市等に洪水注意報を発表

05:50 氾濫注意水位超過
（石田観測所4.20m）

09:30 氾濫注意水位到達
（当古観測所4.70m）

03:30 水防団待機水位超過
（石田観測所2.40ｍ）

06:20 水防団待機水位超過
（当古観測所3.30ｍ）

07:50 高齢者等避難基準
（金沢地区）
石田観測所4.70mを超過

05:10 通行止め対応開始水位
（三上地区）
石田観測所3.60mを超過

06:10 水防警報（石田、準備）を発表

06:20 洪水予報（石田、氾濫注意）を
発表

09:40 水防警報（当古、準備）を発表

09:50 洪水予報（当古、氾濫注意）を
発表

08:10 水防警報（石田、出動）を発表

道路浸水状況（三上地区） 通行止めの実施状況（三上地区）

▼県道69号線（豊橋乗本線）で冠水が発生したため通行止めを実施

護岸・河道状況確認 樋管確認

▼河川巡視の実施

05:20 防災安全協定業者に巡視
依頼、 通行止め準備の要請

08:45 三上地区にて道路冠水確認
通行止め開始

07:00 出水時巡視出発（豊川出張所）

06:00 出水時巡視指示（一宮出張所）

＜三上地区＞通行止め対応開始
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